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自由集会 / Themed meeting 

自由集会① / Themed meeting① 
『サンゴの分類を学ぶ』 

 

オーガナイザー：深見裕伸（宮崎大学）・野中正法（沖縄美ら島財団） 

日時：11 月 9 日（土） 18:30-20:30 

会場：北海道大学理学部 5 号館 2 階 5-201 室 
概要：最近 10 年の間に慣れ親しんでいたイシサンゴ目の分類体系が劇的に変化した．その影響もあ

り，いくつかの種については，どの和名や学名を使用すればよいのかわからないという問題も発生し

ている．これらの結果として，基盤知識となるべき分類学が研究者に忌避されているという状況であ
る．そこで，イシサンゴ類も含めた動物分類学を身近に感じてもらうことを目的として本自由集会を

企画した．まず動物分類学の基礎的な知識を知ってもらうことから始め，イシサンゴ目を含めたサン

ゴ全般の分類の最近の変更点や問題点ついて発表を行う．また当学会の保全委員会内で活動している

分類ワーキンググループの成果についても発表する． 
 

自由集会② / Themed meeting② 
『喜界島サンゴロジー』 

 
オーガナイザー：山崎敦子 （喜界島サンゴ礁科学研究所） 

日時： 11 月 9 日（土） 18:30～20:30 

会場：北海道大学理学部 5 号館 2 階 5-206 室 
概要：サンゴ礁は研究分野の多様性の高いフィールドであり，サンゴ礁科学は多様な視点から複雑系

に挑むサイエンスである．これを”サンゴロジー（Coralogy)”と表現する．喜界島サンゴ礁科学研究

所はサンゴロジーを進める拠点となるよう設立され，５年が経った．研究はもちろんのこと，サンゴ

礁を通じた教育，喜界島の発展に寄与する拠点に成長している．本集会ではユニークなサンゴ礁段丘
と現生サンゴ礁生態系を有する喜界島を舞台に，サンゴ礁科学を発展させるための今後を議論する． 




















